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総会開催を目前にして
名古屋市医師会協同組合理事長　早川常彦

第36回通常総会開催地案内 ①

第
36
回
全
国
医
師
協
同
組
合
連
合
会
総
会
が

愛
知
県
名
古
屋
市
の
東
急
ホ
テ
ル
で
11
月
１
日

（
土
）、
２
日（
日
）に
開
催
さ
れ
る
に
先
立
ち
、

本
市
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
大
変
光

栄
に
思
い
ま
す
と
共
に
、
責
任
の
重
大
さ
を
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。
ご
案
内
の
様
に
名
古
屋
市

の
あ
り
ま
す
愛
知
県
は
、
平
成
19
年
に
は
日
本

で
一
番
元
気
な
県
と
し
て
自
動
車
関
連
企
業
等

を
中
心
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
紹
介
さ
れ

て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
が
、
残
念
乍
ら
医
療
関

係
者
に
と
り
ま
し
て
は
そ
の
元
気
さ
は
そ
の
ま

ま
肌
に
感
じ
ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
元
気
だ
と

は
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
愛
知
県
の
２
０
０
８

年
度
予
算
が
16
年
ぶ
り
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ

ン
ス
黒
字
化
を
達
成
し
た
と
い
う
様
な
話
を
伺

い
ま
す
と
、
医
療
関
係
者
だ
け
で
な
く
一
般
庶

民
に
は
や
は
り
そ
の
実
感
が
な
い
と
い
う
の
が

本
音
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
て
元
気
な
愛
知
県
の
中
心
で
も
あ
る
名
古

屋
市
の
街
を
み
て
い
た
だ
く
に
は
、
ま
ず
第
一

に
再
開
発
が
進
み
、
超
高
層
ビ
ル
も
続
々
完
成

し
て
い
る
名
古
屋
駅
周
辺
が
あ
げ
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。

代
表
的
な
超
高
層
ビ
ル
と
し
て
は
Ｊ
Ｒ
セ
ン

ト
ラ
ル
タ
ワ
ー
ズ（
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
）、
ミ
ッ
ド

ラ
ン
ド
ス
ク
エ
ア
、
名
古
屋
ル
ー
セ
ン
ト
タ
ワ

ー
、
モ
ー
ド
学
園
ス
パ
イ
ラ
ル
タ
ワ
ー
ズ
が
あ

り
、
来
年
は
名
古
屋
プ
ラ
イ
ム
セ
ン
ト
ラ
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
も
竣
工
予
定
で
、
本
市
の
玄

関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
情
報
、
経
済
、
文
化
の
発

信
基
地
と
し
て
、
ま
た
本
市
の
発
展
、
飛
躍
の
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鶴舞 

荒畑 

御器所 

吹
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セ
ン
タ
ー 

名
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速
清
須
線 

名
古
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町 
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観
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吹上公園 

徳川園 
徳川美術館 名古屋城 

名古屋東急ホテル 

昭
和
10
年
に
開
館
し
た
私
立
美
術
館
。
収
蔵
品

は
徳
川
家
康
の
遺
品
を
中
心
に
、
初
代
義
直

（
家
康
第
九
子
）以
下
代
々
の
遺
愛
品
や
、
そ
の

家
族
が
実
際
に
使
用
し
た
物
ば
か
り
１
万
数
千

件
に
お
よ
び
、
中
で
も
有
名
な「
源
氏
物
語
絵

巻
」を
は
じ
め
国
宝
９
件
、
重
要
文
化
財
57
件

を
含
み
ま
す
。

徳
川
園
は
、
池
泉
回
遊
式
の
日
本
庭
園
と
し

て
清
流
が
滝
か
ら
池
に
流
れ
る
自
然
景
観
を
あ

ら
わ
し
、
さ
ら
に
高
低
差
の
地
形
を
利
用
し
て

樹
林
、
岩
組
な
ど
変
化
に
と
ん
だ
景
観
を
用
い

て
作
ら
れ
た
庭
園
で
す
。
四
季
を
通
じ
て
、
新

緑
や
紅
葉
、
ま
た
牡
丹
な
ど
の
花
々
が
楽
し
め

る
市
民
の
憩
い
の
場
所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
南
へ
30
分
程
足
を
延
し
て
頂
き
ま
す

と
、
街
中
と
は
思
わ
れ
な
い
熱
田
神
宮
の
鬱
蒼

と
し
た
森
が
見
え
て
ま
い
り
ま
す
。
神
宮
に
は
、

三
種
の
神
器
の
一
つ
草
薙
神
剣（
く
さ
な
ぎ
の

み
つ
る
ぎ
）が
祀
っ
て
あ
り
ま
す
。
第
12
代
景

行
天
皇
の
御
代
、
日
本
武
尊
は
神
剣
を
名
古
屋

市
緑
区
大
高
町
火
上
山
に
留
め
置
か
れ
た
ま
ま

三
重
県
亀
山
市
能
褒
野（
の
ぼ
の
）で
な
く
な
り
、

尊
の
妃
で
あ
る
宮
簣
媛
命（
み
や
す
ひ
め
の
み

こ
と
）は
、
神
剣
を
こ
こ
熱
田
の
地
に
お
祀
り

に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
以
来
伊
勢
神

宮
に
つ
ぐ
格
別
の
お
宮
と
し
て
国
家
鎮
護
の
神

宮
と
し
て
特
別
の
お
取
扱
い
を
受
け
る
一
方

「
熱
田
さ
ん
」と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
名
古
屋
の
秋
を
彩
る
最
大
の
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
名
古
屋
祭
り
が
昭
和
30
年
か
ら
盛

大
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
と
地
元
企
業
が

は
４
０
０
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
本
市

に
つ
い
て
歴
史
的
な
展
望
を
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

「
尾
張
名
古
屋
は
城
で
持
つ
」と
言
葉
の
と
お

り
名
古
屋
市
は
名
古
屋
城
を
は
じ
め
、
徳
川
美

術
館
、
熱
田
神
宮
な
ど
、
名
古
屋
の
文
化
や
歴

史
を
伝
え
る
建
造
物
が
多
く
残
る
土
地
柄
で
も

あ
り
、
当
医
協
も
葵
一
丁
目
と
徳
川
家
に
ち
な

ん
だ
地
名
と
し
て
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
場
所
に

位
置
し
て
お
り
、
距
離
に
し
て
２
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
離
れ
た
所
に
名
古
屋
城
と
徳
川
美
術
館

が
所
在
し
ま
す
。

名
古
屋
城
は
徳
川
家
康
が
江
戸
幕
府
の
安
泰

の
た
め
、
東
海
道
の
要
所
と
し
て
大
坂
方
へ
の

備
え
と
し
て
慶
長
17
年（
１
６
１
２
年
）に
築
城
、

そ
の
後
、
明
治
維
新
ま
で
２
５
０
年
間
徳
川
家

御
三
家
筆
頭
で
あ
る
尾
張
徳
川
家
の
居
城
と
し

て
栄
え
、
か
つ
て
名
古
屋
城
の
本
丸
に
は
、
天

守
閣
の
南
側
に
本
丸
御
殿
が
あ
り
、
こ
の
本
丸

御
殿
は
、
近
世
城
郭
御
殿
の
最
高
傑
作
と
い
わ

れ
京
都
二
条
城
の
二
の
丸
御
殿
と
並
ぶ
武
家
風

書
院
造
の
双
璧
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和

５
年
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
20

年
に
空
襲
に
よ
り
天
守
閣
、
本
丸
御
殿
と
も
焼

失
し
て
し
ま
い
本
丸
御
殿
を
郷
土
名
古
屋
の
文

化
的
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
昭
和
34
年
に
復
元
し
、

い
ま
な
お
天
守
閣
に
金
の
シ
ャ
チ
ホ
コ
が
名
古

屋
の
空
に
輝
い
て
い
ま
す
。

城
か
ら
公
共
機
関
で
10
分
程
の
所
に
徳
川
美

術
館
と
徳
川
園
が
あ
り
ま
す
。
徳
川
美
術
館
は

拠
点
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
県
下
最
大
の

地
下
街（
エ
ス
カ
・
メ
イ
チ
カ
・
サ
ン
ロ
ー
ド
・
ユ

ニ
モ
ー
ル
な
ど
）が
駅
中
心
に
広
が
り
、
数
多

く
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
街

な
ど
も
あ
り
活
気
づ
い
て
い
ま
す
。

２
番
目
に
本
市
を
紹
介
す
る
の
に
欠
か
せ
な

い
エ
リ
ア
と
し
て
は
、
栄
・
錦
を
中
心
と
し
た
街

か
と
思
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
塔
を
中
心
に
創
業
１

６
１
１
年
と
い
わ
れ
る
老
舗
百
貨
店
の
松
坂
屋

を
中
心
に
多
く
の
百
貨
店
が
あ
り
、
錦
三
丁
目

は
夜
に
な
る
と
ネ
オ
ン
輝
く
歓
楽
街
と
し
て
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
所
で
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は

次
号
で
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
少
し
視
点
を
か
え
て
、
２
０
１
０
年
に
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名
古
屋
城

名
古
屋
城
は
、
関
ヶ
原
の
合
戦
後
江
戸
幕
府

を
開
い
た
徳
川
家
康
が
、
慶
長
14
年（
１
６
０

９
）東
海
道
の
要
所
と
し
て
、
ま
た
、
大
坂（
現

大
阪
）方
へ
の
備
え
と
し
て
、
清
須（
現
清
須
市
）

か
ら
名
古
屋
へ
遷
府
を
決
定
し
、
加
藤
清
正
・

福
島
正
則
・
前
田
利
光
等
北
国
・
西
国
の
諸
大
名

20
名
に
普
請（
土
木
工
事
）を
命
じ
、
天
守
閣
や

諸
櫓
の
作
事（
建
築
工
事
）は
、
慶
長
17
年（
１

６
１
２
）に
ほ
ぼ
完
成
し
た
代
表
的
な
平
城
で

す
。
そ
の
後
、
明
治
維
新
を
む
か
え
る
ま
で
名

古
屋
城
は
、
御
三
家
の
筆
頭
尾
張
徳
川
家
の
居

城
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
中

の
昭
和
20
年（
１
９
４
５
）５
月
、
名
古
屋
空
襲

の
際
、
大
・
小
天
守
閣
、
本
丸
御
殿
を
は
じ
め

建
物
の
ほ
と
ん
ど
が
焼
失
し
ま
し
た
が
、
幸
い

に
も
焼
失
を
ま
ぬ
が
れ
た
三
つ
の
櫓（
西
北
・
西

南
・
東
南
）、
三
つ
の
門（
表
二
之
門
、
旧
二
之

丸
東
二
之
門
、
二
之
丸
大
手
二
之
門
）と
本
丸

御
殿
障
壁
画
の
大
部
分
は
、
重
要
文
化
財
と
し

て
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
文
化
財「
神
楽
」揃
、
フ
ラ
ワ
ー
カ
ー
な
ど
も

登
場
し
ま
す
。
ま
た
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

な
ど
多
彩
な
会
場
行
事
に
名
古
屋
を
代
表
す
る

無
形
文
化
財
が
一
堂
に
会
す
る
郷
土
芸
能
祭
を

催
す
名
古
屋
の
街
が
祭
り
一
色
で
す
。

是
非
こ
の
時
期
に
お
越
し
下
さ
い
。

名
古
屋
祭
り
は
、
平
成
20
年
10
月
11
日

（
土
）・
12
日（
日
）で
す
。

積
極
的
に
参
加
し
た
絢
爛
豪
華
な
市
内
パ
レ
ー

ド
で
は
、
織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
・
徳
川
家
康
の

三
英
傑
が
７
０
０
人
を
従
え
て
行
進
す
る
英
傑

行
列
の
ほ
か
、
市
の
指
定
文
化
財
等「
山
車
」、

名古屋城からの眺め
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徳
川
美
術
館

徳
川
美
術
館
は
、
侯
爵
徳
川
義
親
の
寄
贈
に
も

と
づ
き
、
御
三
家
筆
頭
62
万
石
の
大
大
名
、
尾
張

徳
川
家
に
伝
え
ら
れ
た
数
々
の
重
宝
、
い
わ
ゆ
る

「
大
名
道
具
」を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
収
め
、
昭
和

10
年（
１
９
３
５
）に
開
館
し
ま
し
た
。
収
蔵
品
は

徳
川
家
康
の
遺
品
を
中
心
に
、
初
代
義
直（
家
康

九
男
）を
は
じ
め
歴
代
の
遺
愛
品
や
、
そ
の
家
族

が
実
際
に
使
用
し
た
物
ば
か
り
一
万
数
千
件
に
お

よ
び
ま
す
。
世
界
的
に
も
有
名
な
国
宝「
源
氏
物

語
絵
巻
」を
は
じ
め
国
宝
９
件
、
重
要
文
化
財
57

件
、
重
要
美
術
品
46
件
を
含
み
、
徳
川
美
術
館
な

ら
で
は
の
種
類
の
豊
富
さ
、
質
の
高
さ
、
そ
し
て

保
存
状
態
の
良
さ
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

［名勝二之丸庭園］
元和年間（1615～23）二之丸御殿の造営に伴って
同御殿の北側に聖堂（金声玉振閣）を中心として
設けられましたが、享保（1716～36）以後たびたび
改修され枯山水回遊式庭園に改められました。

［正門］（焼失・再建）
明治43年に旧江戸
城内の蓮池御門が
移築されましたが、
第二次世界大戦に
より焼失したため、
昭和34年、天守閣
とともに再建され
ました。

［表二之門］（重要文化財）
古くは南二之門といわれ、門柱・冠木とも鉄板張り
とし用材は木割りが太く堅固に造られています。

袖塀は土塀で鉄砲
狭間を開いて要害
としての堅固さを
示しています。

［西北隅櫓］（重要文化財）
戌亥櫓とも清須櫓ともいわれ、他の建物の古材を
転用して建築さ
れています。

外部北面、西面
に千鳥破風が作
られ、「落狭間」
を備えています。

（財）名古屋観光コンベンションビューロー
「“近世武家文化”への誘い」より引用

尾張徳川家祖　徳川義直像
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徳
川
園

名
古
屋
城
本
丸
の
東
約
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

地
に
あ
る
徳
川
園
は
、
徳
川
御
三
家
筆
頭
で
あ

る
尾
張
藩
第
二
代
藩
主
光
友
が
、
元
禄
８
年

（
１
６
９
５
）に
自
ら
の
隠
居
所
と
し
て
大
曽
根

屋
敷
を
造
営
し
た
こ
と
を
起
源
と
し
て
い
ま

す
。
当
時
の
敷
地
は
約
13
万
坪（
約
44
ha
）の
広

さ
で
、
庭
園
内
の
泉
水
に
は
16
挺
立
の
舟
を
浮

か
べ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
光
友
の
没
後
、

こ
の
地
は
尾
張
藩
家
老
職
の
成
瀬
、
石
河
、
渡

邊
三
家
に
譲
ら
れ
ま
し
た
が
、
明
治
22
年（
１

８
８
９
）か
ら
は
尾
張
徳
川
家
の
邸
宅
と
な
り

ま
し
た
。
昭
和
６
年（
１
９
３
１
）名
古
屋
市
は
、

第
十
九
代
当
主
義
親
か
ら
邸
宅
と
庭
園
の
寄
付

を
受
け
た
後
、
改
修
整
備
を
行
い
、
翌
年「
徳

川
園
」と
し
て
一
般
公
開
し
ま
し
た
が
、
第
二

次
世
界
大
戦
の
大
空
襲
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
の

建
物
や
樹
林
な
ど
が
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
戦
後
、
現
代
的
な
都
市
公
園
と
し
て
改
修

し
、
市
民
に
利
用
さ
れ
て
き
た
徳
川
園
は
、
平

成
13
年（
２
０
０
１
）か
ら
日
本
庭
園
と
し
て
再

整
備
を
行
い
、
平
成
16
年（
２
０
０
４
）に
開
園

し
ま
し
た
。
徳
川
園
は
、
矢
田
川
の
河
岸
段
丘

を
生
か
し
た
高
低
差
の
あ
る
地
形
、
既
存
の
照

葉
樹
の
森
、
立
体
的
に
迫
る
大
き
な
岩
組
み
が

特
徴
で
、
変
化
に
富
ん
だ
景
観
を
劇
的
に
展
開

す
る
構
成
と
し
て
い
ま
す
。

［武具・刀剣］
かつて大名家で行われていた「具足飾り」が再現さ
れ、武士が武具に対して抱いていた尊崇の想いや、
武家の故実を偲ぶことができます。

［茶の湯］
名古屋城二の丸御殿にあった「猿面茶室」が復元さ
れています。茶の湯は江戸時代になると「御数寄
屋」の接待として武家の公式行事となりました。

［能］

名古屋城二の丸御殿の能舞台が原寸大で復
元されています。大名家には必ず能舞台が
設けられ、能は武家の式楽として公式接待
や慶事の際に演じられました。
（財）名古屋観光コンベンションビューロー

「“近世武家文化”への誘い」より引用
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蓬
左
文
庫

尾
張
徳
川
家
の
旧
蔵
書
を
中
心
に
和
漢
の
優

れ
た
古
典
籍
を
所
蔵
す
る
公
開
文
庫
で
す
。
現

在
の
蔵
書
数
は
、
約
11
万
点
。
蔵
書
内
容
の
豊

富
さ
が
蓬
左
文
庫
の
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
書
籍
だ
け
で
は
な
く
、
尾
張
徳
川
家

に
伝
え
ら
れ
た
２
千
枚
を
こ
え
る
絵
図
も
所
蔵

し
て
お
り
、
名
古
屋
の
城
下
図
か
ら
世
界
図
に

お
よ
ぶ
古
地
図
や
、
屋
敷
図
・
庭
園
図
な
ど
、

多
彩
な
内
容
の
絵
図
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
蔵

書
の
閲
覧
の
ほ
か
に
、
徳
川
美
術
館
の
大
名
道

具
と
合
わ
せ
て
、
武
家
の
学
問
と
教
養
な
ど
、

近
世
武
家
文
化
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
展

示
や
、
徳
川
美
術
館
・
徳
川
園
と
連
携
し
た
講

演
会
な
ど
を
企
画
開
催
し
ま
す
。

［龍門の瀧］
龍門瀑ともいわれ、鯉が滝を登りきって竜となったという登竜門伝説
に基づく滝の一形式です。尾張家江戸下屋敷跡地にあった滝の石を使
用し、徳川園に再現しました。

［黒門］
明治33年（1900）に完成
した尾張徳川家の邸宅
の遺構で、総けやき造
りの三間薬医門です。

［虎仙橋］

［虎の尾］

［大曽根の瀧］

［龍仙湖］

［展示室］
尾張徳川家伝来の書物を中
心に展示しています。

（財）名古屋観光コンベンションビューロー
「“近世武家文化”への誘い」より引用

（財）名古屋観光コンベンションビューロー
「“近世武家文化”への誘い」より引用
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